
：新規の変状箇所

目視点検での変状種類表  示

施工目地

ひび割れ(0.3mm)未満

ひび割れ(0.3mm)以上
数値はひび割れ開口幅(mm)

矢印側突出、数値は段差(mm)
段差

コールドジョイント

(ハンマー打診異常箇所)
うき、はく離

はく落(はく落跡)

骨材の露出(豆板部)

5.0

2.0

（推定できるひび割れの方向）

清 音 濁 音

（表示方法）

漏水（漏水量 リットル/分）

漏水（漏れている部分）

(厚さ　cm)
滞水、氷盤、沈砂

溶脱物(遊離石灰など)

(滞水5)

空洞

コンクリートの劣化

圧ざ

対象 区分

利用者に対して影響が及ぶ可能性がないため、措置を必要としない
状態。

×

○

本

体

工

附
属
物

将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるため、監視を必
要とする状態。
将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるため、重点的な
監視を行い、予防保全の観点から計画的に対策を必要とする状態。
朝晩、利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、早期に対策を
講じる必要がある状態。
利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、緊急に対策を講じる
必要がある状態。

附属物の取付状態に異常がある場合。

附属物の取付状態に異常がないか、あっても軽微な場合。

状　態

遊離石灰等により
目詰まりしたひび割れ

（5.0）

鉄筋露出

欠損

目視点検での変状種類表  示
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目視点検での変状種類表  示

施工目地

ひび割れ(0.3mm)未満

ひび割れ(0.3mm)以上
数値はひび割れ開口幅(mm)

矢印側突出、数値は段差(mm)
段差

コールドジョイント

(ハンマー打診異常箇所)
うき、はく離

はく落(はく落跡)

骨材の露出(豆板部)

5.0

2.0

（推定できるひび割れの方向）

清 音 濁 音

（表示方法）

漏水（漏水量 リットル/分）

漏水（漏れている部分）

(厚さ　cm)
滞水、氷盤、沈砂

溶脱物(遊離石灰など)

(滞水5)

空洞

コンクリートの劣化

圧ざ

対象 区分

利用者に対して影響が及ぶ可能性がないため、措置を必要としない
状態。

×

○

本

体

工

附
属
物

将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるため、監視を必
要とする状態。
将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるため、重点的な
監視を行い、予防保全の観点から計画的に対策を必要とする状態。
朝晩、利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、早期に対策を
講じる必要がある状態。
利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、緊急に対策を講じる
必要がある状態。

附属物の取付状態に異常がある場合。

附属物の取付状態に異常がないか、あっても軽微な場合。

状　態

遊離石灰等により
目詰まりしたひび割れ

（5.0）

鉄筋露出

欠損

目視点検での変状種類表  示

b

a

　凡　例

：新規の変状箇所
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目視点検での変状種類表  示

施工目地

ひび割れ(0.3mm)未満

ひび割れ(0.3mm)以上
数値はひび割れ開口幅(mm)

矢印側突出、数値は段差(mm)
段差

コールドジョイント

(ハンマー打診異常箇所)
うき、はく離

はく落(はく落跡)

骨材の露出(豆板部)

5.0

2.0

（推定できるひび割れの方向）

清 音 濁 音

（表示方法）

漏水（漏水量 リットル/分）

漏水（漏れている部分）

(厚さ　cm)
滞水、氷盤、沈砂

溶脱物(遊離石灰など)

(滞水5)

空洞

コンクリートの劣化

圧ざ

対象 区分

利用者に対して影響が及ぶ可能性がないため、措置を必要としない
状態。

×

○

本

体

工

附
属
物

将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるため、監視を必
要とする状態。
将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるため、重点的な
監視を行い、予防保全の観点から計画的に対策を必要とする状態。
朝晩、利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、早期に対策を
講じる必要がある状態。
利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、緊急に対策を講じる
必要がある状態。

附属物の取付状態に異常がある場合。

附属物の取付状態に異常がないか、あっても軽微な場合。

状　態

遊離石灰等により
目詰まりしたひび割れ

（5.0）

鉄筋露出

欠損

目視点検での変状種類表  示

b

a

　凡　例

：新規の変状箇所
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目視点検での変状種類表  示

施工目地

ひび割れ(0.3mm)未満

ひび割れ(0.3mm)以上
数値はひび割れ開口幅(mm)

矢印側突出、数値は段差(mm)
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コールドジョイント

(ハンマー打診異常箇所)
うき、はく離

はく落(はく落跡)

骨材の露出(豆板部)
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2.0

（推定できるひび割れの方向）

清 音 濁 音

（表示方法）

漏水（漏水量 リットル/分）

漏水（漏れている部分）

(厚さ　cm)
滞水、氷盤、沈砂

溶脱物(遊離石灰など)

(滞水5)

空洞

コンクリートの劣化

圧ざ

対象 区分

利用者に対して影響が及ぶ可能性がないため、措置を必要としない
状態。

×

○

本

体

工

附
属
物

将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるため、監視を必
要とする状態。
将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるため、重点的な
監視を行い、予防保全の観点から計画的に対策を必要とする状態。
朝晩、利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、早期に対策を
講じる必要がある状態。
利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、緊急に対策を講じる
必要がある状態。

附属物の取付状態に異常がある場合。

附属物の取付状態に異常がないか、あっても軽微な場合。

状　態

遊離石灰等により
目詰まりしたひび割れ

（5.0）

鉄筋露出

欠損

目視点検での変状種類表  示
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　凡　例

：新規の変状箇所
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